
 

 

今月は、「発達の段階を踏まえた全学級における学習規律・生活規律の統一及び徹底」について

紹介いたします。 

本校では、児童の内面の充実を図りながら、「笑顔・習慣・学び合い」を実現するため、全校で

統一した生活・学習のスタンダードの定着を目指し、取組を継続してきています。落ち着いた学級

づくりを継続するため、日常においては、生活・学習のスタンダードの定着のために、生活スタン

ダード７・学習スタンダード７として指導の徹底に努めました。 

 確実な定着を目指し、年度始めに８０％以上の定着率を数値目標としました。毎週金曜日に振り

返りをし、生活面では、「廊下の歩き方」「整頓」等の結果を踏まえ、未定着の内容については重点

的に指導の継続に努めております。また、学習面では、「聞く」「発表」「話す」等の定着について、

「教えること」と「考えさせること」を適切に指導過程に位置づけた授業づくりを通して、その定

着に努めてきました。生活スタンダード７・学習スタンダード７の徹底を学年ごとに継続した結果、

下図にあるようにどの項目においても目標値（８０％）を超えることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、本校では国語と算数において、日常の授業が子

どもたちにとって「分かりやすい」ものになっているかを

検証するために、児童アンケートを実施しています。 

 前期の児童による自己評価の結果で、目標値（８０％）

を超えることができました。しかし、「授業が分りづらい」

と答えている児童もおります。全ての児童が、学び合う喜

びを味わうことができるよう、よりよい授業づくりに努め

ます。 

今後も、落ち着いて学習・生活できる環境を整え、生き

生きと学校生活を送ることができるよう努めます。 
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